


















































歴代当主は皆、程度の差はあれ和歌を学んでいた。とりわけ宗順の詠草がもっとも多く所蔵され、次いで父宗韶の歌稿が確認できる。このうち、本稿では藤島家初期の当主である 韶 和歌詠草を取り上げる。　『藤島家伝』 （新日吉神宮蔵）によれば、宗韶は享保十四年（一七二九）正月二日に藤野井成允の次男として誕生し、その後春原忠正の養嗣子となった。元文五年（一七四〇）二月に十二歳で非蔵人として初めて出仕した。宝暦十三年（一七六四）十二月二十八日に藤島宗韶と改める前の名は「忠韶」である。安永元年（一七七三）には正六位上に叙せられ、院蔵人に補せられた。つづいて、天明四年（一七八四）には従五位下 叙せられ、上北面に補せられている。天明六年に大舎人頭に任ぜられた後、寛政元年（一七八九）十 二日に、六十一歳で没している。　宗韶の詠草資料としては、宝暦六年（一七五六）以降の詠草が書き留められた七冊の⑴『藤島宗韶詠草』 （大四

























































一、翻字は原則として原本通りとする。但、以下の項目については改めたところがある。一、旧字体・異体字・合字は原則として通行の字体に改めた。一、適宜、句読点・並列点を施し清濁を分かった。一、原本の改行箇所に 「／」 、丁の表・裏の移り目には「」 」を入れ示した。一、合点は「〽」で示した。一、割書部分 〈
　
〉で括り示した。









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　 　 　 　 　
いにしへをしたふ涙の袖に時雨るゝ
　
五十年の過し
　
いにしへをしたふ涙のはれやらで跡とふけふの空に時雨ゝ
　
五十年のむかしを遠く思ひ出てはれぬ涙の空に時雨るゝ
　
五十年のむか を遠く思ひ出てしたふ涙の
ぞ
袖に時雨るゝ」
35オ
　　
五十年のむかしを遠く思ひ出てしたふ涙の袖に時雨るゝ
　　
〽いとゞ猶袖やぬれそふ村時雨ふりにし跡をしたふ涙に
　　
花洛月
〈八月兼題／昆経〉
」
35ウ
　　　
〈キーワード〉
　　　　　
藤島宗韶
　
小沢蘆庵
　
冷泉為村
　
和歌詠草
　
添削
　
非蔵人
　
新日吉社
